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ネイチャーポジティブ

出典 https://www.naturepositive.org/

2020年を基準として、
2030年までに自然の
損失を食い止め、反
転させ、2050年まで
に完全な回復を達成
する

Rockström, J., Locke, H. et al.:Nature-positive World: 
The Global Goal for Nature (2021)
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河川の生物多様性(淡水魚)の状況

• 淡水魚の絶滅は1970年頃までのピークは脱したが、現在でも絶滅が見られる
• 過去40年間では、6割の水系で過去存在した淡水魚が近年見つかっていない
• 多自然(型)川づくりの始まった1990年代以降、減少は鈍化しているが、絶滅危
惧種には減少傾向が見られる

高度経済成長期

多自然(型)川づくり

絶滅危惧種

普通種

回復

河
川
に
本
来
生
息

す
る
淡
水
魚

100年間 40年間 20年間

従来型の川づくり

ネイチャーポジティブな
川づくり

森・中川（2023）土木技術資料
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• 従来型の川づくりでは、この先、減少する可能性が高い
• ネイチャーポジティブを達成するには、生物多様性の回復・向上を明確に企図
した川づくりが必要（改修でさえも回復させる）

自
然
資
本 緩和

ネットロス
（総じたらマイナス）

自
然
資
本

緩和＆創出

ネットゲイン
（総じたらプラス）

「配慮型」 「回復型」
ゲイン（＋）になっているか

どこまで頑張るか
（環境目標）

今後求められる多自然川づくり
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ネイチャーポジティブを達成するために必要なこと

これ以上、下がることがないように
保全区の設定（代表例 30by30）

回復軌道となるために必要な
生物多様性ネットゲインの実施

生
物
多
様
性
の
状
態

2020 2030 2050

回復軌道に
乗せる

損失を止める

保全

創出
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河川環境の定量目標設定に向けて

既存データ
の収集

水国・ 空中写真等

現状が良好

現状が良好
でない

現況の把握

・ 河川環境情報図

・ 環管シート

環境の保全

環境の再生

評価

基準の決定

手段

目標の設定

• 目標には評価が必要
良し悪し・レベル等

• 評価には基準が必要
線引き
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「多自然川づくり」とは、河川全体の自然の営み
を視野に入れ、地域の暮らしや歴史 ・文化との調
和にも配慮し、河川が本来有している生物の生
息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・
創出するために、河川管理を行うことをいう。

多自然川づくり基本指針

「河川が本来有している生物（生息環境）」
で評価できるのでは？

河川環境の評価の考え方
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河川が本来有している魚の種数

水
国
６
巡
目
の
魚
の
種
数

1 0 9水系評価

自然環境保全基礎調査

河川水辺の国勢調査

• 環境庁(当時)

• 1978年(第2回調査)

• 一級水系(109)の全体

• 捕獲＆聞き取り

• 国土交通省

• 1990～2015年

• 一級水系(109)の直轄区間

• 捕獲

二つの調査を合わせて、水系に
いてもおかしくない魚種数を求める

≒河川が本来有している生物

魚の「種数」に基づいた水系の河川環境評価

木曽川
鈴鹿川

大井川

狩野川

櫛田川
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河川が本来有している魚の種数
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魚
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1 0 9水系評価
河川が本来有している種数
に対する直近の調査で確認
されている種数で評価

1 0 0％： S、 1 0 0 - 9 0％： A
9 0 - 8 0： B、 8 0 - 7 0： C

7 0 - 6 0：D、 6 0 -： E

S： 0、A： 6
B： 4 5、C : 4 4
D： 7、 E： 7

水系の目標設定へ

割合に基づく評価

割合に応じた基準

魚の「種数」に基づいた水系の河川環境評価
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各区間で評価値の向上
を目指した事業

ベース
アップ

弱点
補強

水系全体をいきなり
改善することは困難

水系が本来有している種数と
その個体数を回復・向上させる

河川環境の改善に向けた評価の考え方

ガンマ多様性

アルファ多様性

水系全体の生物多様性

水系内の各区間の生物多様性

注目するスケールに応じて色々な種数があり、
空間スケールが小さい方を「アルファ」、
大きい方を「ガンマ」と表現
アルファ多様性とガンマ多様性には相関がある
ため、アルファを高めることでガンマが高まる
ことを期待
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各区間におけるアルファ多様性の評価の考え方

河川改修

湿地・ワンド再生

伐採・掘削

落差の解消

等

地形要因

・水面幅

・川幅水深比

・平均水深

横断地形から評価

環境要因

・水際の複雑さ

・自然裸地

・ワンドの面積

環管シートから評価

等 等

生物多様性

・個体数

・各指標

・種数

モデルにより推定

等

連続性

・横断工作物

・樋門樋管

・海からの距離

縦断・構造物から評価

等
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「67水系」のデータを用いた種数に関するモデル

種数（地点）～
エコリージョン＋水系潜在種数＋分断化指標＋セグメント＋海からの距離
＋標高＋堤防高＋平水時の水深（推定）＋水際の傾き（推定）
＋川幅水深比＋河積＋低・中茎草地＋河辺性の樹林・河畔林＋自然裸地
＋水際の複雑さ＋ワンド・たまり

ランダムフォレスト（機械学習の一種）

0 20 40 60 80 100

18
19
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21

海からの距離（ km）

部分従属プロット

種
数

2 4 6 8 10

19
.0

20
.0

21
.0

水際の複雑さ

部分従属プロット

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

18
.6

18
.7

18
.8

18
.9

河辺性の樹木（ 割合）

部分従属プロット

※ 河辺性の樹木の長さは
マイナスに影響

（河道が動いていないことを暗示）
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水国で実際に記録された種数

機
械
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習
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数
「67水系」

「67水系」のデータを用いた種数に関するモデル



河川改修

湿地・ワンド再生

伐採・掘削

落差の解消

等

環境要因

・水際の複雑さ

・自然裸地

・ワンドの面積

環管シートから評価

等

生物多様性

・個体数

・各指標

・種数

モデルにより推定

等

1 2 9876543 10

礫
河
原
再
生

河口・ 合流点からの距離（ kp）
1 2 9876543 10

高
水

敷
掘

削

河口・ 合流点からの距離（ kp）

1 2 9876543 10

自
然
裸
地

河口・ 合流点からの距離（ kp）

現状

事業後

1 2 9876543 10

水
際

の
複
雑

さ

河口・ 合流点からの距離（ kp）

現状

事業後

1 2 9876543 10

潜
在

種
数

河口・ 合流点からの距離（ kp）

現状
事業後

モデルを用いた河川環境の定量的な評価
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流程分布図による事業効果の可視化

黒：現状
緑：連続性の回復
赤：水際の複雑さ
+200m
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◯水国調査による確認種数



事業の効果を環境目標へ
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河川が本来有している魚の種数

水
国
６
巡
目
の
魚
の
種
数

魚の「種数」に
基づいた河川環境評価

65 70 75 80 85 90 95

礫
河
原
の
創
出
面
積
（
候
補
）

0
5

1 0
15

20
25

距離標（kp）

水系全体の種数（ガンマ多様性）を

「２」増加させ、種数評価値を「C：

0.78」から「B：0.81」に上げることが

期待される事業のメニューと量

「事業」を環境目標として立てることができる！



まとめ

定量環境目標としての「事業のメニューと量」

アウトプット（作り手として起こす変化）
についての目標達成を目指す

アウトカム（結果として生じる生物の変化）が
想定通りなのかか確認が必要不可欠

「水系スケール」と「地点スケール」で考える

アウトカム

生物の反応には不確実性が伴う
（生物間相互作用・確率 etc）

例. ガンマ多様性 例. アルファ多様性
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